智仁親王と三条西実条 by 小髙 道子
五中世の歌人三条西実隆は、宗祇より古今伝受を受けた。宗祇は実隆






























































































































幽斎は智仁親王を選んだと推察されてきた。それでは、実条が詠作に熱心で、すぐれた「御器量」であったら、幽斎は実条に自身が収集した古今伝受資料を伝えることができたのであろうか 「与他流令混乱、是非之褒貶」 を 「禁制之段」 記した以上、自身が収集した資料を三西家に返すことは多くの神に誓った誓状の内容に反する行為である。幽斎は実条以外の継承者を探す必要があったの ろう。
これらの記事を書いた貞徳自身は古今伝受を受けていない。幽斎が
古今伝受を継承した経緯も、実枝に提出した誓状の内容もおそらくは知らないであろう貞徳 対して 条ではなく智仁親王に相伝した理由を説明するには、実条が「返 奉べき御器量」ではないとするのが無難だったのではないだろうか。先に引用した『古今 受日記』には、実条が後水尾院により行われる御所伝受を批判 る記事が見られるが、それを語 ているのは、古今伝受の主流が三条西家から御所に移った後の 御所伝受が行われている時であっ 。
実条が三条西家の古今伝受資料を受け継いでいたにもかかわらず、
古今伝受の主流 三条西家から御所に移ったの 、実条 問題があったからであろうか。実条の発言及び実条 対する発言について検討する際には、その発言の背景をあわせて考察することが必要 ろう注（１）
　『古今伝受日記』 。引用は上方文芸研究による。
（
2）　『図書寮典籍解題
　
続文学篇』による。
（
3）　『古今伝受日記』 。引用は上方文芸研究による。
（
4）　『兼見卿記』 。引用は注（
2）による。
（
5）　『天水抄』の引用は古典俳文学大系、 『戴恩記』の引用は日本古典文学大系による。
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